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(百万円未満切捨て)

１．平成29年３月期第２四半期の連結業績（平成28年４月１日～平成28年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年３月期第２四半期 111,708 △0.4 5,106 11.6 5,498 8.5 3,817 18.2

28年３月期第２四半期 112,114 11.4 4,574 36.4 5,069 27.6 3,229 23.3
(注) 包括利益 29年３月期第２四半期 1,651百万円( △24.0％) 28年３月期第２四半期 2,172百万円( △45.1％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

29年３月期第２四半期 34.65 ―

28年３月期第２四半期 29.32 ―
　　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

29年３月期第２四半期 204,135 108,594 53.0

28年３月期 217,485 108,491 49.7
(参考) 自己資本 29年３月期第２四半期 108,092百万円 28年３月期 107,996百万円

　　
　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

28年３月期 ― 10.00 ― 14.00 24.00

29年３月期 ― 12.00

29年３月期(予想) ― 12.00 24.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　
　
　

３．平成29年３月期の連結業績予想（平成28年４月１日～平成29年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 250,000 3.8 14,000 8.0 14,700 8.2 9,800 8.1 88.96
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）
　
　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 29年３月期２Ｑ 112,391,530株 28年３月期 112,391,530株

② 期末自己株式数 29年３月期２Ｑ 2,230,393株 28年３月期 2,227,159株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 29年３月期２Ｑ 110,162,896株 28年３月期２Ｑ 110,161,529株
　
　

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示
時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表に対するレビュー手続は終了しておりません。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前
提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関
する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第２四半期連結累計期間の国内経済は、企業収益は底堅さを見せ、雇用環境も改善傾向にあるものの、英国のＥＵ

離脱問題による円高・株安による企業業績への悪影響、中国をはじめとする海外経済の減速懸念など、先行き不透明な

状況は払拭されずに推移いたしました。

　このような状況のもと、当社グループは、特徴ある製品づくりやトータル・ソリューション提案による新しい市場創

出、各事業分野でのシェア拡大と新規顧客開拓に努めるとともに、生産性向上やコストダウンを推進してまいりました。

　セグメントごとの業績は次のとおりであります。

セグメントの名称

売上高(百万円) セグメント利益又は損失(△)(百万円)

前第２四半期
連結累計期間

当第２四半期
連結累計期間

増減
前第２四半期
連結累計期間

当第２四半期
連結累計期間

増減

オフィス環境事業 54,999 57,410 2,411 2,891 3,548 656

商環境事業 49,894 47,347 △2,546 1,962 1,682 △279

その他 7,221 6,951 △270 △278 △124 154

合計 112,114 111,708 △406 4,574 5,106 531

(注) セグメント利益又は損失(△)の合計は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

オフィス環境事業

　オフィス環境事業につきましては、都心を中心とした大規模オフィスビルの安定的な供給にともない、オフィス需要

は堅調に推移いたしました。このような状況のもと、オフィスでの働き方変革や健康への関心の高まりに対する新しい

オフィス環境づくりを積極的に提案してまいりました。また、業績が好調な企業や医療施設、研究施設、学校、図書館

や地方自治体等のオフィス周辺市場への積極的営業活動にも努め、前年同四半期連結累計期間に比べ、売上高、利益と

も増加いたしました。

　この結果、当セグメントの売上高は、57,410百万円(前年同四半期比4.4％増)、セグメント利益は、3,548百万円（前

年同四半期比22.7％増）となりました。

商環境事業

　商環境事業につきましては、食品スーパー、ドラッグストアなど業績が好調な小売業界を中心に、店舗什器、カート

機器、セキュリティー製品など総合力を活かしたワンストップ・トータル提案を強化し、冷凍・冷蔵ショーケースのシ

ェアアップやコスト低減に注力してまいりました。しかし、小売業界の業態間競争、業界再編等による新規出店、既存

店の改装需要の縮小、延期などの影響を受け、前年同四半期連結累計期間に比べ、売上高、利益とも減少いたしました。

　この結果、当セグメントの売上高は、47,347百万円(前年同四半期比5.1％減)、セグメント利益は、1,682百万円（前

年同四半期比14.3％減）となりました。

　

その他（物流機器事業他）

　物流機器事業につきましては、食品、医薬、通販などの有力分野や自動倉庫の拡販に注力するとともに、他事業との

コラボレーションを強化し、提案力と優位性のある製品の強みを最大限に活かした積極的な営業活動に努めましたが、

前年同四半期連結累計期間に比べ、売上高はわずかに減少しました。

　この結果、当セグメントの売上高は、6,951百万円(前年同四半期比3.7％減)、セグメント損失は、124百万円（前年同

四半期は278百万円のセグメント損失）となりました。

　これらの結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高111,708百万円（前年同四半期比0.4％減）、営業利益

5,106百万円（前年同四半期比11.6％増）、経常利益5,498百万円（前年同四半期比8.5％増）、親会社株主に帰属する四

半期純利益3,817百万円（前年同四半期比18.2％増）となり、売上高は横ばいながら高付加価値製品の提供や提案販売な

どにより粗利益率が向上し、増益となりました。

決算短信（宝印刷） 2016年10月31日 18時17分 4ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）



(株)岡村製作所(7994) 平成29年３月期 第２四半期決算短信

― 3 ―

（２）財政状態に関する説明

　当第２四半期連結会計期間末の財政状態は、次のとおりであります。

　総資産については、前連結会計年度末から13,349百万円減少し、204,135百万円となりました。流動資産は、現金及び

預金、たな卸資産の増加、売上債権の減少を主な要因として11,102百万円減少し、固定資産は、投資有価証券の減少を

主な要因として2,247百万円減少いたしました。

　負債については、仕入債務、未払法人税等及び賞与引当金の減少を主な要因として、前連結会計年度末から13,453百

万円減少し、95,541百万円となりました。

　純資産については、利益剰余金の増加、その他有価証券評価差額金の減少を主な要因として、前連結会計年度末から

103百万円増加し、108,594百万円となり、自己資本比率は3.3ポイント上昇して53.0％となりました。

　当第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況は、次のとおりであります。

　営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益5,524百万円、減価償却費2,516百万円及び売上債

権の減少額14,123百万円等による増加と、賞与引当金の減少額1,359百万円、たな卸資産の増加額1,370百万円、仕入債

務の減少額8,110百万円及び法人税等の支払額3,616百万円等による減少の結果、6,877百万円の資金増加（前年同四半期

は9,767百万円の増加）となりました。

　投資活動によるキャッシュ・フローは、投資有価証券の売却及び償還による収入797百万円等による増加と、有形固定

資産の取得1,857百万円及び投資有価証券の取得638百万円等による減少の結果、1,995百万円の支出（前年同四半期は

2,815百万円の支出）となりました。

　財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金の増加額902百万円による増加と、長期借入金の減少額499百万円

及び配当金の支払額1,541百万円等による減少の結果、1,321百万円の支出（前年同四半期は909百万円の支出）となりま

した。

　これらの結果、当第２四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末から3,152百万円増加

（前年同四半期は6,067百万円の増加）し、30,700百万円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　平成29年３月期の連結業績予想につきましては、平成28年５月11日に公表いたしました業績予想数値を変更しており

ません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

該当事項はありません。

（４）追加情報

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１四

半期連結会計期間から適用しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 28,933 31,922

受取手形及び売掛金 66,318 52,195

有価証券 530 10

商品及び製品 9,191 10,428

仕掛品 1,483 1,774

原材料及び貯蔵品 4,435 4,278

その他 4,327 3,497

貸倒引当金 △189 △176

流動資産合計 115,032 103,929

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 14,897 14,676

土地 24,151 24,151

その他（純額） 12,301 12,371

有形固定資産合計 51,350 51,199

無形固定資産

のれん 176 73

その他 5,107 4,670

無形固定資産合計 5,283 4,743

投資その他の資産

投資有価証券 32,095 30,263

その他 13,756 14,032

貸倒引当金 △33 △32

投資その他の資産合計 45,819 44,263

固定資産合計 102,453 100,206

資産合計 217,485 204,135
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 32,105 25,662

電子記録債務 15,892 14,299

短期借入金 6,066 6,919

1年内返済予定の長期借入金 2,341 1,606

1年内償還予定の社債 - 5,000

未払法人税等 3,720 1,314

賞与引当金 3,738 2,379

その他 5,560 3,962

流動負債合計 69,425 61,146

固定負債

社債 10,000 5,000

長期借入金 6,041 6,253

退職給付に係る負債 15,861 16,399

その他 7,666 6,742

固定負債合計 39,569 34,394

負債合計 108,994 95,541

純資産の部

株主資本

資本金 18,670 18,670

資本剰余金 16,762 16,762

利益剰余金 65,392 67,665

自己株式 △2,415 △2,419

株主資本合計 98,409 100,679

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 10,111 8,497

為替換算調整勘定 302 △266

退職給付に係る調整累計額 △826 △817

その他の包括利益累計額合計 9,587 7,413

非支配株主持分 494 502

純資産合計 108,491 108,594

負債純資産合計 217,485 204,135
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

売上高 112,114 111,708

売上原価 79,041 76,660

売上総利益 33,072 35,048

販売費及び一般管理費

荷造運搬費 4,718 4,845

給料及び手当 9,145 9,401

賞与引当金繰入額 1,517 1,600

賃借料 3,475 3,561

その他 9,641 10,533

販売費及び一般管理費合計 28,498 29,941

営業利益 4,574 5,106

営業外収益

受取利息 11 12

受取配当金 279 296

持分法による投資利益 71 293

その他 382 380

営業外収益合計 745 981

営業外費用

支払利息 149 127

為替差損 - 337

その他 100 125

営業外費用合計 250 589

経常利益 5,069 5,498

特別利益

投資有価証券売却益 1 -

子会社清算益 - 25

特別利益合計 1 25

特別損失

ゴルフ会員権評価損 0 -

特別損失合計 0 -

税金等調整前四半期純利益 5,071 5,524

法人税、住民税及び事業税 1,404 1,200

法人税等調整額 443 468

法人税等合計 1,848 1,668

四半期純利益 3,222 3,855

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支
配株主に帰属する四半期純損失（△）

△6 37

親会社株主に帰属する四半期純利益 3,229 3,817
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

四半期純利益 3,222 3,855

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △974 △1,608

為替換算調整勘定 31 △475

退職給付に係る調整額 △122 8

持分法適用会社に対する持分相当額 15 △129

その他の包括利益合計 △1,050 △2,204

四半期包括利益 2,172 1,651

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,176 1,643

非支配株主に係る四半期包括利益 △3 7
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 5,071 5,524

減価償却費 1,942 2,516

子会社清算損益（△は益） - △25

持分法による投資損益（△は益） △71 △293

貸倒引当金の増減額（△は減少） 84 △13

賞与引当金の増減額（△は減少） △968 △1,359

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 168 391

受取利息及び受取配当金 △290 △308

支払利息 149 127

投資有価証券売却損益（△は益） △1 -

売上債権の増減額（△は増加） 11,255 14,123

たな卸資産の増減額（△は増加） △247 △1,370

仕入債務の増減額（△は減少） △4,059 △8,110

未払消費税等の増減額（△は減少） △591 △519

その他 △620 △373

小計 11,821 10,309

利息及び配当金の受取額 285 318

利息の支払額 △136 △135

法人税等の支払額 △2,202 △3,616

営業活動によるキャッシュ・フロー 9,767 6,877

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △1,072 △944

定期預金の払戻による収入 800 1,118

有形固定資産の取得による支出 △1,691 △1,857

無形固定資産の取得による支出 △662 △252

投資有価証券の取得による支出 △3 △638

投資有価証券の売却及び償還による収入 5 797

その他 △191 △217

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,815 △1,995

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 453 902

長期借入れによる収入 950 528

長期借入金の返済による支出 △1,193 △1,027

自己株式の取得による支出 △1 △0

配当金の支払額 △937 △1,541

その他 △180 △182

財務活動によるキャッシュ・フロー △909 △1,321

現金及び現金同等物に係る換算差額 24 △407

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 6,067 3,152

現金及び現金同等物の期首残高 22,808 27,547

現金及び現金同等物の四半期末残高 28,875 30,700
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

前第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
（注１)

合計 調整額

四半期連結
損益計算書
計上額
(注２）

オフィス
環境事業

商環境
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 54,999 49,894 104,893 7,221 112,114 ― 112,114

セグメント間の内部売
上高又は振替高

― ― ― ― ― ― ―

計 54,999 49,894 104,893 7,221 112,114 ― 112,114

セグメント利益
又は損失（△）

2,891 1,962 4,853 △278 4,574 ― 4,574

　
(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、物流機器事業及び流体変速機事業

等を含んでおります。

２ セグメント利益又は損失（△）の合計は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

　

当第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
（注１)

合計 調整額

四半期連結
損益計算書
計上額
(注２）

オフィス
環境事業

商環境
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 57,410 47,347 104,757 6,951 111,708 ― 111,708

セグメント間の内部売
上高又は振替高

― ― ― ― ― ― ―

計 57,410 47,347 104,757 6,951 111,708 ― 111,708

セグメント利益
又は損失（△）

3,548 1,682 5,230 △124 5,106 ― 5,106

　
(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、物流機器事業及び流体変速機事業

等を含んでおります。

２ セグメント利益又は損失（△）の合計は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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